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1. まえがき 

近年，不整脈治療ではカテーテルを心臓まで

挿入し，不整脈を引き起こす部位（不整脈発生

部位）を焼灼するアブレーション治療が普及し

ている。効果的な治療の実現には発生部位を非

侵襲に特定することが重要である。そこで，心

臓からの磁場を精密に測定できる SQUID 心磁

計を用い，不整脈発生部位を非侵襲に同定する

方法を開発し，その臨床的な有効性を評価した。 

2. 不整脈発生部位の同定法 

同定法の処理の流れを図 1 に示す。まず，被

検者前胸部に CT マーカーを配置して X 線 CT

計測し，心臓 CT 画像からマーカー座標を検出

する（図 1a）。次に，CT マーカーと同じ位置

にマーカーコイルを置き，心磁計でコイル磁場

を測定し，マーカーコイル座標を検出する（図

1b）。最後に，心磁計で計測した不整脈由来の

微弱な心臓磁場（数 pT）から 3 次元電流を推

定し，マーカー座標に基づいて CT 画像と合成

する（図 1c）。この合成画像の最大電流位置か

ら不整脈発生部位を同定する。 

不整脈発生部位の同定に用いる心磁計を図

2 に示す。磁気センサは dc SQUID と 1 次微分

型検出コイルの構成であり，センサ数は 64 個

である。ノイズレベルは 50fT/√Hz 以下であり，

心臓からの微弱な磁場計測が可能である。 
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図 1 不整脈発生部位の同定法の処理の流れ 

磁気センサ
• dc SQUID
• 1次微分型検出コイル
• 64個（8×8）

175 mm

175 mm

 

図 2 心磁計 

3. 評価結果 

同定法に基づいて推定された心室性不整脈

の発生部位と，アブレーション治療により得ら

れた不整脈の発生部位（真値）を比較したとこ

ろ，18 例中 17 例（94%）で一致し，従来の心

電図は 18 例中 10 例（56%）で一致した[1]。 

4. 結論 

SQUID 心磁計により，不整脈発生部位を非

侵襲に高い精度で同定できることが示された。 
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